今年度に入り、ひまわりパーク上牟田ではコロナ禍による影響から、就労継続支援事業の業務内容及び収益の減少が目に見えて色濃くなり色々な課題が見えてきました。
事業所としては、利用者へ提供できる事業を展開して行く上で、常日頃から意識し対策を投じるべき課題であると実感するところです。

就労継続支援事業A型では、昨年度の契約更新時、契約先のひとつである海浜公園清掃業務について、コロナ禍の影響により年間日程数及び契約金額が半減することになる報告がありました。
しかし、これまでの業務実績に対する信用が培われていたのか、契約先との交渉を経て半額から一割増の契約金で契約することができました。
次年度へ向けた状況を伺った際、現状も芳しくない状況が続いていると聞いております。
状況はどうであれ私達しては、これまでと変わらないクオリティを意識した環境を提供できるよう心掛け、利用者及び支援員が共に協力し合い業務に励んでおります。
また、他の契約先である天神中央公園清掃業務に関して、次年度へ向け指定管理業者が変更される可能性があります。現状と違う業者へ変更された場合については、迅速な対応を取り、次年度の契約に結び付けられるよう検討しております。
利用者の高齢化に伴う色々な状況を踏まえつつも、継続的に利用者へ提供できる仕事の確保を念頭に置き対策を投じて行きたいと思っています。

就労継続支援事業B型に於いても、昨年度からコロナ禍の影響により徐々に受注が減り、受注業務が中心の上牟田では収益の減少へと繋がり先行き不安な状況が続いておりました。
対策の一環として仕事の確保の為、福岡市の「ときめきグッズ受注コーディネート事業」を通じて、請け負える可能性がある募集に応募してきました。
６月の一つの例ですが、封入封緘の業務委託の募集に応募したところ、締め切りまで時間があったにも関わらず早々に応募が打ち切られました。
今後の対策を検討する事業所としては、状況を把握する必要性を感じ事業窓口に直接問い合わせを行いました。
窓口の担当者からは、「これまで内職作業はB型の事業所の応募が多かったが、Ａ型からの募集も多数あり、今回はあまりにも応募が殺到した為に早々に締め切った状況です」との説明を受けました。
全国的にどの事業所・施設でも、現状のコロナ禍でやり繰りする方法を見出すことは簡単なことではなく、新しい仕事を獲得する為に新規開拓を試みようという思いの表れだと感じています。

そんな中、９月に入りようやく仕事を獲得する光明が見え始めました。
作業を獲得する為の対策を検討している最中、軽作業に関する一つの情報を得ることができました。
取り急ぎ連絡を取り面談をお願いし訪問させて頂いたことから、宅配用の保冷マット清掃を受注することに繋がり新しい作業に取り組み始めました。
また、「ときめきグッズ受注コーディネート事業」を通して応募し続け、ＹＫＫ代理店として経営してある会社からダイソー等で販売されている商品の封入封緘の受注業務を請け負うことが出来るようになりました。
社会的には受注業務を請け負うことに関しては低単価の受注業務が問題視されています。
これからも受注作業に関しては単価交渉等の課題はありますが、利用者の皆さんへ継続的な作業を提供する一歩を踏み出せたと考えています。
事業所としては、工賃向上へ向けた取り組みを引き続き検討しつつ、平均工賃確保に向けて取り組み尽力して行きたいと思っております。

